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1．　 は じめ に

　国民国家形成 の 過程 に お い て ， 近代学校教育が 「国民」 の 創出 と い う 目的の た め に

果た した機能の ひ と っ に ， 近代的な 行動様式に 適合的 な 厂身体」 の あ り方の 提示 とそ

の 育成 があ げ られ る 。 学 校 に お け る制服 は ， そ の 近代的 「身体 1 モ デ ル に沿 っ て 提示

され ，強制力を も っ て 個人の 「身体」 の あ り方を規定 して き た とい え る。

　さ らに そ の 変遷の 過 程は ， 女／男 とい うカ テ ゴ 1丿
一の 違 い に よ っ て大 き く異 な っ た

もの と な っ た 。 男子 の 制服が 1880年代後半以降洋装制服 と して定 着 した の に 対 して
，

女子 の そ れ は比較的規制の 緩 や か な和装制服 ， 改良服 な ど の紆余 曲折を経て ig20年代

に 本格的な 洋装制服化を開始 す る （佐藤　1976 ・ig96，桑 田　圭996など）。 和装 に 比 し

て 洋装 が近 代的 「身体 」 に よ り適 合的な服装で あ る と する な ら， こ の 洋装化時期の タ

i ム ラ グは 、 そ の ま ま女／男 そ れ ぞ れ の 「身体」 に 対 する ，学校と い う近代化 の エ ー

ジ ェ ン シ ーの 介入時期 の ず れ を示 して い る と考え られ る 。 女性の 身体 は男性 の それ よ

り私的 ・性 的な もの と見な さ れ て きた と い う荻野 （1993）の 図式を参照 す る な ら， 男

性の 身体 が 公的 な もの と して 早期 か ら介入を受 け， い わ ば国家に 「回収」 さ れ た の に

対 し，女 性 の 身体を よ り近代 的行動様式 に 適合的な もの とす るた め の 介入 は
， 第一次

世界大戦の 総力戦体制 下に お け る 欧米女性 の 「公 領域」 へ の 参入 とい うイ ン パ ク トの

も とで ， よ うや く1920 年代 に な っ て 本格化 した とい え る。

　しか し　こ こで 留 意せ ね ば な らな い の は ，女性 の 身体の 「近代化」 を，専 ら介入 の

「効 果1 と して の 強制的な身体の 囲 い 込 み とい う観点 か ら捉 え る こ と は ， 歴史的 な 評価

日本学鵆振興会特別研究員

69

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

と して
一

面的で あ る とい うこ とで あ る。 和装か ら洋装 へ の 転換は、「優美 さ ll
一
貞淑 さ1

とい っ た それ まで の 女性の 身体規範か らの r解放」 と い う側面 を もちな が ら， 他方 で

「女 ら しい 一身体の あり方 に 関す る新 たな ジ レ ン マ を 創出す る プ ロ セ ス で もあ っ た の

で はな い か Q 「女 ら しさ」の 規範 を定義する の が 男性 中心主義 的魎値観に 基 づ く社会 で

あ る以上，女性 の 身体の 「解放」 と 「抑圧 」 の あ り方は複雑に 入 り組ん で お り，地域

差 ・世代 差， さ らに 女性 内部で の 社会的地位の 相違 を射程 に入 れた 精緻 な分析が必要

と され る と考え られ る
11）

。

　本稿 で は 以 上の よ うな 課題意識に もとづ き，女子に と っ て の 洋装制服導入 の 意義 と

そ の 表象 と して の 機能 に つ い て ， あ る ひ とつ の 地域社会， 具体的に は島根県西部の 鹿

足 郡津和野町 と そ の 周辺 地域 に お け る 生活環 境を広 く分析 の 射程に 入れ つ っ
， さ ま ざ

ま な社会的 レ ベ ル か ら検討を加 えて み たい
。

　津和野 と い う地域を対象 とする理 由は ， 市部 と郡部 ， 「表 日本」と 「裏 日本」 とい う

地域間 格差を主題化する た め に ，「表 日本一の 市部 と対照さ れ る 「裏 H 本」の郡部 を と

りあげ る の が有効 と考 え たか らで あ る 。 従来の 服装史研究 に お い て は ， 洋装化の あ り

方 は都 市部に お け る モ ダ ニ ズ ム の モ メ ン トに 代表さ れ て きた （南ほ か 　1965 ・1987，

中山　1987，石川　 1973）。
しか し，女性の 身体 へ の 「近代的」 な介入が遅 れ た の と相

似的に ， 1920年代 とい う市民社会 ， 大衆消費社会 へ の 移行期 に お い て ， 広大 な農 村を

向背地 とす る郡部，「表 日本1 へ の ヒ ト ・モ ノ ・カ ネの 供給地 と な っ た 「裏 日本 ．は ，

い まだ f近代化」の 立 ち後 れ た地域で あ っ た く阿部　 1997， 古 厩 　 1997）。 そ うで あれ

ば こ そ ，身体の 「近代化」 の ツ
ー

ル と して の 洋装制服導入 の 意味 もよ り明瞭に浮 か び

Eが っ て くると予想 され るの で あ る e

　 な お 「女 子教育史」 の 先行研究 に お い て取 り上 げ られ て きた女子中等 教育機関 は ，

都市部の 高等女学校 （以 下，「高女1 と略 す）に 限定 され る場合が 多か っ た が ， 本稿で

は あ えて 女子中等教育機関の 内部で の 学校間格差に 注 目した い
。 女／男とい う ジ ェ ン

ダー
区分を実体化す る陥穽を避 け る た め に も， 都市／農村 とい う地 域間格差 や， 高女

／実科／各種学校の よ うな 学校 間格差 とい っ た 多様な リフ ァ レ ン ス 要因 と っ きあわ せ

な が ら考え て い くこ とが 重要だ と考え るか らで あ る。

　論の 構成 は以下の 通 りで あ る 。 まず 2，3節 に お い て 島根県 Fに おけ る女子洋装制服

導入の 傾向を東京府 との 比較 に お い て 把握す る。 次に 4 節｛1），i2｝で 島根県西部の 対象

地域に お い て 最 も早 く洋装綱服を導人 した県立高女の ケ
ース に つ い て ， そ の 経緯 と地

域生活 の 中で の 表象の され方を ， 主 と して 「性 差」と い う基準 に もとつ い て 分析 する 。

さ らに 4 節嚠 以 降に お い て そ の 県立高女の ケ
ー

ス を ， 交通網の 整備や近代化度が若干
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異 な る近隣地域の 種別の 異な る学校と比較 し， 「地域差」 「学校差」 と い う観点か ら位

置づ け る こ と と した い
。

　資料 と して は沿革史、 要覧 ， 学校文集 とい っ た 学校関 係 の もの の み な らず，地域の

産業 ・生活史に関 す る基礎統計 や史料，地方新聞，観光案内等を用 い だ 21
。 また残 され

た 文書資 料の 限 界 を補 うた め ， 津和野 高女卒業者 を 巾心 に イ ン タ ビ ュ
ー

調 査を 行 っ

た 。 こ れ は 1997年 6 月25日 か ら同年 8 月 5 日に わ た り ， 11人の イ ン フ ォ
ーマ ン トに対

して ， 原則 と して 筆者が 相手宅 に 赴 き対面式で 行 っ た もの で ある
L3，

。 卒業者名簿に 掲

載 され た現 在 島根県西部在住 の卒業者 に 対 して まず 書面で 依頼を 行 い ， そ の う ち訪問

可能な 回答 者を選 出 した 。

　こ の よ うな 多様な レ ベ ル の 資料 をっ きあ わせ る こ とに よ り ， 服装 と い う言語化され

な い モ ノ に こめ られた 社会的意義や 機能 に 関す る リ ア リ テ ィ の 構築を ， 可能な限 り具

体的 な事実関 係に 即 した 形で 行 い た い 。 そ れ に よ っ て 服装研究が ， 社会経済的状況か

ら遊離 した身体 イ メ
ー

ジ の 記 述 とい う ， ま さ に 表層的 な段階に 留 ま るこ とを避け うる

と考 え るか らで あ る。

2． 洋装制 服導入 パ タ
ー

ン の 地域差

　表 1 は東京府下 の 高女 ， 普通教 育機関の 各種 学校を 中心 と した女 子中等教育機関に

お け る 洋装制服採用 年の
一

覧で あ る
中

。 こ れ らの 学校 は い ず れ も東京市 に 所在 し，

1920年以前 に 開設 され た学校で あ る が， こ の 表か らは 各学校の 設 置主 体 や学校種別 に

即 した 洋装制服採 用の パ タ
ー

ン は 見出 しに くい
。

こ の こ とか ら洋装制服導入は各学校

が そ の 校風や 教育方針に応 じて 市民洋装 の 動向 を鑑 み っ っ 選 択 的に採 用 して い っ た の

で は な い か と い う図式が仮説 と して 想定 され る。

　 しか し，表 2 の 島根県の
一

覧と 比較す る と ， そ の 図式 はや や相対化 され る 。 表 2 に

よ る と， 濃 い 網掛 けの 部分 ， す な わ ち県立高女 4 校の 洋装制服採用年 は い ずれ も1924

年で あ 肱 薄い 網掛 け の 部分の 組 合立高女や実科高女， 白抜 きの実 業学校や各種学校

とは そ の 採 用年を 異 に して い る 。 すなわ ち島根県の 事例 に 関 して は ， 県立 の 高女 は 同

年の 採用で あ り， そ の 時期 は 東京の 各学校と比較 して も早期の もの で あ る とい う特微

が 確認 さ れ る。 島根県 に お け る市民洋装の 状況が 東京よ り も進ん で い た とは 考え に く

い た め ， こ の 県 立 4 校の 同時期採用 は地域 に おけ る市民洋装に 先行す る横並 び的 な 変

化で あ っ た こ とが 推測 さ れ る 。 そ れ に 対 して 東京 の 学校 に お い て は ， 例え ば 同 じ く

1924年時点の 府立 4 校 （薄 い 網掛け部分） の 採用 年 に は規則性 が見 られ な い 。 ま た官

立 の 女高師附属高女 （濃い 網掛 け部分）は 1930年 とい う全国的に も遅 い 採用年で あ り，
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表 1 東京府下女子 中等教育機関 の 洋装制服採用 ．

女子学習院　　　　 　官立

　　　 学校名
　　　　　　　　　　設置 者

・種別 　　洋装制服　　　　開　設　　　　　　　　 学 校 の 変遷
（原則と して1924年時点）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 19251889
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東京市立第
一

実科高女 市立 実科 19281912 市立実科

東京高等女学校 私立高女 1935頃 1903 私立高女

三 輸田 高等女学校 私立高女 19261887 私立 各種 1903 私 立 高女

日 本橋高等女 学校 私立 高 女 19331906 私立高女

淑徳高等女学校 私立高女 19291893 私立各種 1906私立高女

東洋高等女学校 私立高女 19261905 私 立 各種 蹲07私立高女

山脇高等女学校 私立高女 19201903 私立各種 1908私立 高女

双葉高等女学校 私立高女 19241909 私立高女

京華高等女学校 私立 高女 19291909 私 立高女

神田 高等女 学校 私 立高女 1929頃 1890私立 各種 1909私立高女

上 野高等女学校 私 立 高女 19261904 私立各種 1909私立高女

干代田 高等女学校 私立高女 19311888 私立各種 191  私立高女

白百合高等女学校 私立高女 19251881 私立各種 1910私立 高女

実践高等女学校 私立高女 19221911 私立高女

三 田高等女学校 私立高女 19211916 私立高女

頌栄高等女学校 私立高女 19221884 私立 各種 1920私立高女

大 妻高等女 学校 私 立 高 女 19291919 私立 各種 1920私 立 高女

跡見女学校 私立各種学校 19301875 私立各種 1944私立高女

東洋英和女学校 私立 各種学校 19271884 私立各種 1944私立高女

普蓮士女学校 私立各種学校 19281B82 私立 各種

東京女 学館 私立各種学校 19271888 私立 各種

香蘭女学校 私立 各 種 学 校 19281888 私立各種

女子学院 私立 各種学校 19341889 私立各種

和洋女子学院 私立 各種学校 19411897 私立各種

女子聖学院 私立各種学校 19321905 私立 各種

（各学校沿革史 を も とに 作成）

私立 の 各学校 に関 して は 1920年 か ら41年 まで 20年間 もの ば らつ きが あ る。

　す な わ ち，洋装制服 の 各学校 に よ る 「自由意思」 的選択形 態が マ ジ ョ リテ ィ を 占め

るの は，市民洋装 が 開始 され私 立 の女 子 中等教育機関が多 い 東京 な ど の 大都市 にお け

る傾向で あ り， 島根県の よ うに 私学が少な く市民洋装 の普及 度 も低い 郡部で は ， 洋装
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表 2　島根県下女子中等教育機関の 洋装制服採用 （1941年まで に高女 とな っ た もの）

松 操 高等女学校　　　 私立 高女

学校名 （1924年時点） 設 置者 ・種別 洋装制服 洋制改定　　開 設　　　　　　　学校 の 変遷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1924　　　　 1923私立高女

さ

　 　 　 　 　 同　 　　 　
、
　 　　

、
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安来町 立女子技芸学校 町立 実業学校 ？

　　　　 ’
1925以 前各種学

校

　 　 　 　 瞳帆守疊鴫醒鮮，恥団帆　型　、　 ≦；．　　 　　 　 　　 　　 　 　　
’

1925町立 実科高女，1934県立実業学

校女学部，1941県立高女　　　　　　　　　　　　　　　 ．一

松江市立女子技芸学校 市立 各種学校 1924 1911各種学校 ig25実 業学校 （高等家政女学校），
1941県立高女

平田 養蚕学校 町立 実 業学 校 1929頃 19381916 各種学校 1929県 立実業学 校 （高等 実業女 学

校），1934実業学校女学部，1941県立

高女

大 田女子技芸学校 町立 実業学校 1930 1916実業学校

（徒弟）

1930 「高等 実科女学校」， 1937県 立

「高等家政 女学校」，1941県立高女
ヒ

大社実業学校女学部 県立実業学校 ？ 1922実業学校 1929 「高 等 実 業 女 学 校 」，1936 「家政

女学校」，1941県立高女
一 、齟一

大東高等実業女学校 票立実業学校 1929 1929県立実業学

校

1941県立高女

川本高等女学校 県立高女 1942 1942県立 高 女

益 田 家政 女 学 校 私 立 各 種 学 校 1936−38 193e 1932 各種学校，1944実業学校 （商業

学校）

（各学校沿革史 を も とに作成）

制服の 導入形態は都市部の そ れ と大 き く異な っ て い た とい え る 。 した が っ て 郡部 に お

い て は ， 近代セ ク ター と して の 女子 中等教育機関が提供 す る洋装制 服の 意 義や機 能は

都市部 の そ れ と異 な っ て い た こ と ， しか もそ れ は 各学校の 設 置主 体や 学校種別の 違 い

に よ っ て も異 な る もの で あ っ た と い うこ とが推 測 され る 。

3． 島根県 に お け る県 立高女の 洋装制服導入

　島根県 に お い て は ，
1922年の 師範学校付属小 の 標準服採用 ， 青山女学院教頭塚本 ハ

マ 子 を招聘 して の 生活改善同盟会 の 開催 な どを背景に ，
1920年代初頭 に は学 校 レ ベ ル

に お ける洋装化の 必要性に 関す る世論 は形成 され つ つ あ っ だ 51
。

1924 年 4 月 2 日に は

松江高女の 洋装制服採用 が地方紙 『山陰新聞』紙上で 報 じ られ て い る
。

　同年 ， 浜田 ・ 今市 ・津和野 の 各県立 高女 も洋装制服 を採用す るが ， 各学校沿革史 に
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表 3　山ロ県下 女子高等女学校の 洋装制服 採用 （
一

部）

学校名 q924年時 屯） 設置者
’
鵬
壁 定

τ

開　設 学 抛 変 遷 　　 1
i徳山高等 女学 校
3

県立高女 1924 艮912郡 立高 女 1923県立高女

高 等 女学 校 県 ウ高女 1922ig241888 公立 高女　r1899 郡 立高女、監902県立 高女

罐 女学． 県 立 高 女 ｝922 1887私立各種　 1嬲 9私 立高矣 　1900県 立高女

（各学校沿革史を もとに 作成 ）

は その 経緯を明 らか に する記述が な い
。 したが っ て ， こ の 4 校の 横並 び的導入に 学校

側の 申 し合わ せ の 有無 が 介在 した か否か は特定で きな い
。 しか し，隣接す る山日 県 に

お い て は県立 徳山高女の 学校沿革史に 「大正八年十二 月二 十二 日 ， 米原校長，県下女

学校服装改良問題協議の ため県立徳基高女 （筆者注 ：厚狭高女の 前身） に 出張す る」

（「山 ロ県立徳 1］高等 学校百年史』 正985
， 489−499頁） とい う記述が あ るこ とか ら．少

な くと も県立 高女 レ ベ ル に お い て 協議が あ っ た こ とが 明 らか で あ る
16亅

。 伺県で は 表 3

の よ うに 県立 の 厚狭高女，山 ロ 高女が 全 国的に も非常に 早 い22年 に 洋装制 服採用 を

行 っ て い るが
， 徳山高女 で は 2 年遅 れ で あ るた め

， 県立高女が す べ て 横並 びで あ っ た

わ け で は な い
。 島根県の 県立高女は ， こ う した隣県の 動向を受 けて 24年の 採用に 踏 み

切 っ た と考え られ る
17）

。

　島根県内の 採用 状況 を地 域別に 見 て い くと ， まず松江市で は 県立高女の 他に も私立

松操高女 　市立女子技芸学校が同年 に洋装能明侵を取 り入れて い る。 学校沿革史 くこ の

3 校 は 戦後統合 され た た め 沿革史は 〜冊 で あ る） に よ ると ， 県立高女 の 同窓 会が創設

した私 立松操 高女 は同時期 に 同様の もの を 採用 して い る （r松江北 高等学校百年 史』

1976）。 ま た市立 女子技芸は県 、Z高女 ， 松操高女で の 洋装制蝦導入後 に 調査を開始 し，

同年中に 標準服を定め て い る 。 すな わち ， 松江市 と い う県内で は最 も都市化の 進ん だ

地 域で は ， 隣接す る設 置主体 や種別の 異 な る学校 が ほ ぼ 同時 に導入 を行 っ て い る。

　そ れ に 対 して ， 当時 の 県立高女中入 凵 ・生徒数と もに 最 も少な い 津和野町 に所 在 し

た津和野高女 と， そ の 近隣に あ る益 田町 の 町立 益田実科高女 とで は 採用年 が大 きく異

な っ て い る。
こ の 2 校 の所在地 は県最西部 に隣接す る鹿足郡 ・美濃郡の それ ぞ れ の 中

心 的な 町 と して 物的人的交流が盛ん で あ っ た 。 すなわ ち近隣で あ っ て も郡を超 え る地

域聞 の， しか も設置主体 や種別の 異 な る 2 っ の 学校で は ， 洋装制服導人 に お い て 単純

な横並 びが起 こ らな か っ た とい え る 。 それで は， こ の 県最西部に お け る洋装制服導入

の 時期の ずれ は い か な る要因 に もとつ くもの だ っ た の だ ろ うか 。

4． 鹿足 ・美濃二 郡 の女子 中等教 育機関 に お ける洋装制服導入

（1｝ 分析対象 とす る 地域 及 び学校
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　津 和野町 は 町村制 に よ り鹿 足郡 下 の 一
町 とな る 。 西 を 山口 県 ，東を 美濃郡 と接す る

山問の 城 ド町 で あ る馬 美濃郡の 中心 で あ る益 田町 とは 青原村を は さ ん で 隣接 して お

り， 青原村 は鹿足郡 Fなが ら津和野町 と美濃郡 下 の 益 田 町 との 距離が ほ ぼ 等 しい
19

。

津和 野高女 は島根県下で は第 4 の ， 県西部の 高女 と して は 浜田高女 に 次 ぐ第 2 の 高女

と して ， 鹿足郡を は じめ と して 山囗 県東部や美濃郡な ど か ら入学者 を得た （1学年定

員50名）。 遠隔地通学者 の た めの 寄宿舎 が校舎裏に あ っ た 。 明治期以 降 衰退 した 町 の 産

業状況 に もかか わ らず山間 の 小町 に 高女開設をみ た の は ， 旧 亀井藩藩校養老館 の 伝統

を重 ん じ男子 の 中等教育機関 を誘致 せ ん と した町長 望月幸雄 （望月家 は 自石取 りの 1日

士族 ）の 運動 と，亀井伯爵家，畑迫村 で 銅山 を経営 して い た堀家に よ る資金援助の 成

果で あ っ た。
こ の 時期 まで に 開設 され た 他の 県下高女 の 所在地が 県政 や 産業の 重点 で

あ っ た こ と， ま た そ の 1学年定 員の 平 均が 100・− 150名 で あ っ た こ とを考え る と，津和

野 高女 は地理 的利便 に欠 け る小規模学 校で あ っ た と い え る 。

  　津和野 高女 に お ける洋 装制服導入 と津和野町の 衣生 活状況

　  1920年代前半 の津和 野町 の状 況

　津 和野 町 は 明治 期以 降 そ の 政治 的地理 的重要性 を喪失 した 厂さ びれ た．田 舎町 と

75

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　Sooiology

な っ て い たag
。 そ れ まで 津和野に 通 ずる交通 は 1886年開通 の 1日国道の 馬車 に よ る移動

が 主で あ っ た
。 しか し， 1922年 8 月 5 日 に 小郡 （山 目県）

一
津和野聞が、23年 4 月 1E

に 小郡
一

益田 間が 開通 した こ とに よ り鉄道 山口線が全通 し， 流通や 移動 の 手段が変化

し，そ の コ ス トも低廉化 した 。 寄宿舎生活を余儀 な くされて い た 遠隔地出身者 も，沿

線居住者は 自宅通学が 可能に な り ， 近隣か らの 津和野 高女 へ の 進学機会は よ り拡大 し

た。

　洋装化に か かわ る商業状況 を地方紙に お け る掲載広告を中心に み て い くと， 1922年

8 月 5 日付の 島根県地 方紙 「山陰新聞』に 津和野町 の 「松浦洋fiR店」の 広告が掲載 され

て い る 。 しか しそ の 後 こ の 「松浦洋服店」 は 「山陰新聞』 や津和野地方 日刊紙 「石州

新聞』，隣接す る鹿足郡 日原村の 月刊紙 r石西』で の 広告 を確認で きな い
。
1922年 9 月

17 日付で 出され た 津和野町報社編纂の 『津和野案 内』 と い う小冊子に は広告掲載 件数

が 59件 あ っ た が ，そ の うち洋裁店 の もの は な く ， 関連広告と．して は 「欧米雑貨 、 「洋反

物」 を商 う山 田屋 呉服屋 の 2 件が あるの み で あ る 。 そ の 後 『石朝新聞』 24年 7 月 i3日

に 「大阪屋号1 とい う洋裁店が 広告掲載 して お り， そ の 文面 に は 「文化生活時代要 求

洋服 な らキ ャ ッ シ ュ オ ン リ
ー大阪屋号の 高級既製服 ！」 とあ る 。 「大阪屋号」は津和野

高女 の 制服 も請 け負 っ て お り， 25年 3 月 5 日付広告 の 文面 に は 「生 活改善 の第
一

歩 は

学生服か ら　体育衛生経済便利」 とあ る c さ らに 26年 1 月 1 日に 日原 村に 「山地洋服

店」 が，同年 9月10 日 に は 津和野町内に 「吉田 洋服店」 が登場 して い る 。 掲載広告か

らは 各店の 正 確な胴店時期 は特定で きな いが ， 津和野町 内 の 主 要 な商店が掲載 した で

あ ろ う 「津和野案内亅に 洋裁店が な か っ た こ とか ら， 鉄道開通篌暫 く後に洋裁店が再

度 出現 した こ とが推 測 され る 。

表 4 イ ン タ ビ ュ
ー

調査イ ン フ ォ
ー

マ ン トー
覧

氏 名 i 調査 日 生年月 目 出身 地 父親戰業 初等教 育 中等教育 入学 年 　卒 業 年

M 、M ．　 1997 ．6 ．25
　 　 　 1

1932．3、1 鹿 起 郡青原村 会社員 青原小

　　　　　 一．
津 和野高女 19441947

T．O ． ：1997．627 王92D．1〔）．29 美 濃 邸 豊田 村 会社経営 目原 高 小 津和野高女 ig35

　　’
1939

T、K ， 1弱 7，6，2819 且 ．2．15 鹿 足郡津 和野 町 臼営業 津 和野 小 津和野高女 192319271

H．N 、 1997．6．29 置915．3．18 陣 足 郡 津 和野町 歯科医 津和野 小 津和野高女 1928h93 ガ1

M 、0 ． 19曾7．6．29 監9242 ・16 降 足郡青原村 自営業 津和 野小 津和野高女 1935L939

Y．M ．『1997，6，30 一
■
鹿足郡津和野 幼 ；

　　 一
逼 津和野小 津和野 高女 正9201924

M ．N ．　 i置99了．7，11920 ．3．7 鹿 足 郡 青 原村 会社経営 青原小 津和野 高女 19321936

Y．H ，　 P1997．8，119U ．2．lD
｝．

鹿足 郡 青原 村 自営 業 青原小 津和 野 高女 19231927

T ．M ．　 1997 、7．2呂 1915．6，23 鹿足 郡津 和 野 町 県議会議員 津和野 小 津 和 野高女 192ε
　．−　　 1

｝932 「
　 　 し

K ．U ．　 玉99ア．B41927 ，1、7 美濃静 卜野村 設言1．士 戸 田 高 小 益 田 家 政 女 学 校 王94【 1943 「

T ．M ．　 1997．8、519271 ．7 鹿 足郡青原村 農業 青原 高小 益出 家政女学校 1943

　 一
｝945
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　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　 女子中等教育機関 に お け る洋装制服導入 過程

　以上 の よ うに 鉄道開通後の 町内の 洋装店は 「大阪屋号」「吉出洋服店」， 鹿足郡内で

も日原村の 「山地洋服店 」 が 確認 され るの み で あ る 。 また イ ン タ ビ ュ
ー

調 査に お い て

も津和野町在住で 当時 高女 に在学 して い た T ，K ．（1927年卒 ）は 「そ の こ ろ町中で 勤あ

て い る一部 の 男の 人 は背広を着 て い ま したが ， それ以 外 の 入 はだ い た い 和服 で した」

と回想 し ， ま た同学年の H ．H ．も 「小学生 の こ ろは ず っ と キ モ ノ で した ね え」 と述 べ て

い る
。 鉄道開通に よ り若干の 流通の 利便が 増 した とは い え ， 当時の 津和野町の 状況 は

洋装生 活の 一
般化 とは ほ ど遠 い もの で あ っ た と い え る 。

　  津和 野高女 に おけ る洋装制 服 の 導入
一

「男」 の まな ざ し
一

　津和野高女 で は 1924年 よ りへ ち ま襟 に ス カ ー
トの 洋装制服 を導人 した c こ の 導人 の

経緯 に つ い て は，「そ の こ ろ他 の 女学校で も洋服 に して い ま した し，体操 服 は すで に 洋

服 で した か ら，自然 に そ うな っ たん だ と思 っ て い ま した」（T．K ．1927年卒）と語 られて

い る よ うに， 当事者 に と っ て コ ン フ iJ ク トを きた す変化で は なか っ た よ うで あ る 。 ま

た，生徒の 側 か らの 要望 や 反対はな か っ たの か とい う質問に 対 して は ，「学校の 決 め た

こ とで すか ら。 当時 は 学校 の 決め た こ とに 従 うの は 当然の こ と で した 」 （H ．H ．1927年

卒） とい う回答が あ っ た 。 他県の 例で は生徒が 自 ら要望を出すと い うケ
ー

ス もあ っ た

が， こ の 学 校 に 関 して は 導入 は学 校主導で 行わ れ た よ うで あ る 。 デ ザ イ ン に っ い て も

「裁縫の 先生が 研究 され て い ら っ し ゃ っ た よ うで す」 （H ．H ．1927年卒） と い う こ と だ っ

た
。 調達方法 は

， 「学校で
一斉に 採寸 して 購入 しま した

。 大阪屋 と い う店が来た よ うに

思 い ます」 （H．H．1927年卒） と回想 され て い る 。

　 1924年の 洋装制服導入 は全国的に み て も決 して 遅 い 時期で はな い
。

こ の 時期 に ，鉄

道 の 開通 を 見て い る とは い え商工 業の 発展が遅 れ た津和野の 高女に 洋装制服 が導入 さ

れ た とい うこ とは ， まず そ れが 県内他 の 3 校の 高女 と横並 びの 変化で あ り，生活習慣

の 変化 に よ る っ き あげ とい うよ り，高女 とい う学校文化の 規範の 「ト ッ プ ダ ウ ン 」
ttD

と

い う性格 が 強か っ た こ とを示 して い る とい え よ う 。 そ れ は 男子中等学校 や 小学校 に な

ら っ た 機能性 の 追求， 近代 セ ク ター
に 適合的な 衣服の あ りか たの 提示で あ っ た。 しか

も当時の 洋装制服 は周辺地域の 生 活文化か らは か け離 れた 服装で あ っ た に もか か わ ら

ず， 当事者 に は 違和感 な しに 受容 され た の で あ る。

　 しか しそれ を見 っ め る摘観者の きび しい ま な ざ しは ， 洋装制服が 当事 者以外 に決 し

て 1自然」 に 「当然」 の もの と して 映 っ た わ け で は な い こ とを示 して い る。 次に あげ

る二 つ の 文章 は，津 和野 高 女生徒 の 洋装 制服 に 対す るまな ざ しの 二 っ の ベ ク トル を示

して い る。

　　　あの 左 前， 三 っ ボ タ ン ， よ だ れ 掛 けを後 前に した よ うな上衣 に ， 短 い ス カ ー
ト
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　　で ， 勇壮活発に跳ね 反る所、 寔に 勇ま しなん どい ふ 計 りな り。 こ ん な卵が 巣立 し

　　て ， 大晴，
一

か どの 良妻賢母 とな りす ま し， ピ ョ コ ピ ョ コ 産み だ して ご らん な さ

　　い
， 国家は正 に大盤 石。 だが， だ， もし日本 の 女が 実利

一
点張 りで ，労働者の 着

　　る よ うな腰切胖天 に ，猿又
一

つ で 立居す るよ うに な っ た と考え る と随分変 だぜ 。

　　（中酪）軽装 もよい 動作の 活発なの もよ い 運動 もよ い
， が． しとや か な っ 丶 ま しい

　　H 本婦人の 美点を葬 り去 る事を さえ ，時代遅 れ の 思想 と
一

笑 に 附 し去るに は チ ト

　　早か ら う。 そ れ も
一

っ ，気掛 か りな はア ン ナ 尻 か らげみ た い な風を して ，大事 な

　　腰が冷江 はせ ぬ だ らうか 。 ナ
ー

二 自然 の産 児制限 に な っ て 却 っ て 結構さ ッ て ， 混

　　ぜ っ 返 しち ゃ い け な い ， な ん とか も少 しス カ ー トは長 くな らぬ もの だ らうか 。 そ

　　れ と も好 き好ん で あん な風に す るん だ っ た ら， ラ ラ ラ ーの 歌劇 の 躍 り子 に で もな

　　る が い tsや 。 こ れ は膝許の 高女生 に 対 して 計 りの い ひ じ ゃ ない か らど うぞ悪 しか

　　らず許 して 頂戴ね ウ ワ ハ
ッ

パ …
。 （「っ む じ風」 （コ ラ ム ）『石州 新聞」 1925年 1 月

　　 1 目）

　
一

っ め は 地域新聞の コ ラ ム の
一
節で あ り， お そ ら くは 地元町民 男性 に よ っ て む け ら

れ た まな ざ しで あ る 。 こ の まなざ しは ，地域社会 に お い て 単純 に 見慣れ な い 「奇異 」

な洋装 に 対す る違和感を述 べ る よ うな体裁を装 い っ っ ，和装 に こめ られ た 「貞淑性」

に 対す る執着と ， 「腰が 冷え る 」な ど 「子を産む身体 1 に 対する 「配慮」 に みせ か け た

非難 とを表明 して い る 。

　　　陰気 とい へ ば津和野高女 の 生徒 の 制服 も其の 一
っ に数 へ ね ば な りません

。 私 は

　　津和野 に着い た翌 朝鼠色せ る女学生の 一
群 を見て 苦笑を禁 じ得 ませ ん で した 。 思

　　ふ に 当事者 は校服を制定す る に た Y
’
質素 とか 金の か S らぬ様 に とい ふ こ と許 りに

　　執着して 美感 とい ふ 事に は些 も考を及ぼ さ なか っ た の で せ う。 其の 不格好さ其色

　　合 こ とに夏服に 黒の 靴下を は い て ゐ る様子 を見た 時私 は 此の 町 の 為に もま た彼女

　　等 の 為 に も寧 ろ筒袖袴 の 方 が 伺程 よ い か知れ ぬ と思 っ た の で す 。 自の 靴下を は く

　　と靴 も白に せ ねば 似会 は な い
， とい ふ もの が あ らば そ れ は間違 っ て を ります。

ハ

　　イ カ ラ と い ふ 事を 思ひ 違 して 故意 に 不格好な服装させ る様な 過 が往々 あ ります 。

　　津和 野女学校 の 制服 もそん な事で は な い か と思 ひ ます 。 服装 と い ふ こ と は生活 の

　　主 な一
で あ り ます 。 そ れ に 対 して 塵酌を等閑に した 考案 は不 知不識の 裡に生徒 に

　　如何 な る感化 を与 へ る もの か 私が こ x に 贅言す るまで もあ りませ ん 。 夏装せ る女

　　学生 は 軽快な 小鳥に も比ぶ る べ きもの で す 。 そ れ が 醜怪 な泥鼠 の 様 に思 はれ て は

　　た ま りませ ん 。 （伊藤素軒
Ob 「帰省雑感一r石西』 1925年 8 月 5 日）

　二 っ め は，地元 （隣の 日原 村）を離れ て 米国留学 を経験 し，東京 に お い て 「文化人 1
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と して 在 る男惟 の まな ざ しで あ る
。 伊藤素軒の ま な ざ しは ， 彼の 都南に おけ る生活環

境を反映 して か原則的に は 女性 の 洋装化 に対 して 肯定 的に みえ る。 しか し， そ こ に は

新 た な 「美 しさ」 の 基準に 基づ い た 「美 しい 洋装」 と 厂醜 い洋装」 とい う線 引きが あ

り， 津和野 高女 の 洋装 は 「不格好」 「醜怪 な 泥 鼠1 で あ り ， 「寧 ろ筒柚の 方が 」 ま しで

あ る と批判 され て い る 。

　 こ の 二 っ の まな ざ しは
一

見違 っ た レ ベ ル で 制服 を眺め て い る よ うに 思 わ れ る 。 しか

し， そ こ に は共通 の 視座 が あ る。 こ の
一
一っ の まな ざ しは と もに 洋装制服の もっ 機能性

の 高 さ とい うメ リ ッ トに 対 して 注 意を 向けて はい な い
。 それ に 対 して 「しとや か」で

「っ っ ま しい 」 と Ll う和装的 な もの で あ れ
尸
軽快 な小鳥 」 とい っ た洋装 的な もの で あ

れ，「美 しさ． とい う 「女性的」 な価値 の 欠落を共通 し て 問題化 して い る の で あ る 。

　実際 に は 日常的 な衣生活か ら乖離 した洋装制服の 着 こ な しは 確か に そ れ ぞ れ の 基準

に もとつ い た 「美的な価値」に お い て 劣 っ た もの で あ っ た の か もしれ な い 。 しか しこ

こ で 問題 な の は， こ うした 批判 が こ の 時 期の 郡 部 の 高女 に 対 して 行わ れ た と い う点 で

あ り、男子の 制服 や小学生の 制服 は 同様 な批判 の 対 象 に な ら なか っ た とい うこ とで あ

る 。
IS80年代後半以 降兵式体操 の 導 入に 伴い 軍服 を モ デ ル と して 採用 され た 男子 の 洋

装制服 は と うに 全国 的 な普及 を終 え て お り， 小学生 に っ い て は 日常着 レ ベ ル で の 洋 装

化が制服導入 に先 ん て い た兜 男子服 ， 子 ど も服 は機能性の 追求が 最優先課題 で あ り ，

女子 の そ れ の よ うに 「美的 な価値 」 が問題化 され る こ とは な か っ たの で あ る
OO

。

　こ の 時期 の 郡部 女子 生 徒 の 洋 装制服 は ，   地域 の 衣生 活状況 との 乖離か ら 「奇異 」

で 和装的 「女 ら しさ」 を損 な うもの と して ， さ らに   都市部の 衣生活状況 との 対比 か

ら不格好で 野暮，洋装的 「女 ら しさ」 が欠落 した もの と して 見な さ れ た 。 す なわ ち 市

民洋装が ほ とん ど進捗の なか っ た 島根県 の 郡部 に お い て 192e年代前半に 県立高女横並

びの F ッ プ ダ ウ ン に よ っ て 導入 され た洋装制服 は ， 当事者に は コ ン フ リク トな く受容

され る一方，郡部 の 地域生 活状況 か らは浮 き上 が り， さ り とて 都市部 の
一

部の 洗練 と

も無縁の もの と して ， 郡部 の 高女 と い う地域生活 と隔 絶 した女性 エ リ
ー

ト養成機関 の

性格 を まさ に 象徴す る ア ン ビ バ レ ン F な表象 と して 機能 して い た とい え よ う。

（3｝ 鹿足郡 ・美濃郡の 三 つ の 女子中等教育機関の 位相一地 域差 と学校差
一

　  益田 町 の 台頭 と女子 中等教育機関

　鉄道の 開通 は津和野町 に 発展の 希望 を与 え たが，実際 に 開通 に よ っ て 発 展 の 愚 恵 を

被 っ た の は む しろ隣接す る美濃郡の 中心 ，益 田町 で あ っ た 。 同町は ， 1923年 の 山口 線 ，

翌 24年の 山陰線の 全 通 を も っ て ， 111陰 を結ぶ 両線 の 分岐点 と して 商業産業の 重点地 区
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とな っ だ 鰰
。 益 田駅設置前の 町の 様 rは 「現在の 益 田市の 繁華街。 益田駅付近は人家 も

まば らな 占田原 。 越峠 の あ た りは 薮 が繋 い 茂 りt 夜間 は 狐が 出没 して い た」 と あ る

（『益校創立60周年記 念誌』　 1974，7 頁）。 そ れが 両線開通 後，「益田駅 の 開通 は ， 同駅

を 中心 と して ， 空前 の 発展 を もた ら し， 新市街 た る商店街 と工 場街 と は ， 東方益 田 へ

向 っ て 手を延 べ ，十年問を待た な い で ，僅に 茶屋が 三 軒 しか な く， 単調で 淋 し くて ，

さ しもに 長い 吉田街道を， 各種の 店舗で 埋め 尽 く した」 とあ るよ うに ，急速 に県 西部

の 産業拠点 と して 台頭 し は じめ る （矢富　 1952，837頁）。 企業誘致 の 点で も 1930年 に

郡是 製紙工 場，
34年に 大和紡績工 場の 設立 を み た 。 ま た文化施 設 と して 映画館

厂
都

館⊥ 800名収容の 劇場 「住吉座」 が 『山陰新聞』（1924年 3 月27日付）で 紹介 され て い

る 。

　同町の 女子中等教育機関 と して は ，
1911年 に 修業年限 2年 の 町立女子技芸学校 が 小

学校 に併設 され た 。 同校 は 山口線開通年 の 23年 に併設の ま ま修業年限 3年 の 町立 益田

実科高女に ， 27年に は 独立校舎を設立 し て 修業年限 4 年の 町立益田高女に 変更さ れ た

（1学年 50名）。 34年 に実業学校令 に 基づ く県立益 田高等実業女学校， 41年 に 県立高女

とな る 。

　 さ らに 女子 の 進学先の オ プ シ ョ ン と して ， 30年に 主 と して 裁縫を教授する修業年限

1 年の 私立益田家政学院が 開設 され た 。 同校 は 32年 に 修業年限 2年の 各種学校 ， 益 田

家政女学校に ，44年 に益 田女子商業学校 に 変更 され た
。

　前者が 益田地区の f高等普通教育」機関，後者が い わ ゆ る裁縫学校で あ り，後者の

卒業生は 「女学校 （鋳者）に 行 っ て い た 方は ま あ プ ラ イ ドを も っ ち ょ っ た わね え」（T ，

Ml945 年卒）と回想 して い る 。 地理 的な棲み 分 け もあ り ， 益 田町に 隣接する小野村出

身の K ．U ，（1943年卒）に よ る と 「町内の 人 は あ ま り （家政女学校に は）来ませ ん で し

た 。 私の 村の 同級生 42人 中 5 人が 家政 へ ， 2 人が 高女 へ 行 きま した」 とい うこ と で あ

る。 実際に 35年の 家政女学校
一

覧に よ る と ， 同年入学者71名中，益田 町出身者 は 12名

に す ぎな い （「益田学國史』　1981）。 す な わ ち通 学が 容易な町内出身者や近隣の 富裕な

層 は 町立高女 へ ，若干階層の 下 が る層や近隣村出身者の 多 くは家政女学校 へ とい う進

学先の 序列が あ っ た 。

　  津和野町 と青原村

　鉄道の 開通 に よ り交通 の 便利が増 した こ とか ら，以上二 っ の 益田町 の 女子中等教育

機関と津和野高女の あい だ に 明確に あ っ た棲み 分け は しだ い に 曖昧化 し， 変わ っ て 微

妙な 序列 と地域格差 が生 まれ て い っ たUS
。

　津 和野町 と益田町 の 中間 に 位置す る青原村 は，24年青原駅 の 開設 に よ り両町へ 通学
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　女 r中等教育機 関に お け る洋装制服導入 過程

・J能 な地区 と な っ た 。 津和 野高女 とほ ぼ 競合す る益円 高女を進学先 とす る もの は 少数

だ っ た が
， 家政女学校開設後 は 進学先 の オ プ シ ョ ン と して 選 択す る もの が現 われ た。

青原村出身で 家政女学校へ 進学 した T ．M ．（1945年卒）は 「津和野の 女学校 へ 行 く人 は

本当に 限 られた裕福な人 で ，益 田 の 高女 と家政女学 校で は ，益田 の 人 はふ つ う高 女へ

行 っ て い た 」 と述 べ て い る。 美濃郡小野 村出身 の 家政卒 K ．U 、（1943年卒） も，益 田 高

女 を選 ば ず津和野 高女 に寄宿舎通学する もの が い た と回 想 して い る。 す な わ ち三 つ の

女学校の 威信 は 津和野高女一益田 高女 （高等実業女学校）一益田家政 女学校の 順 で 序

列化 され て お り，進 学 の 機会 は 出身階層 や 地域差 に よ っ て 不平等に 配 分され て い た と

い 凡 る 。

　例え ば 津和野高女 の 場合 ， 県立高女 と して 鹿足郡美濃郡全域 で最 も高い 威信を も っ

て い な が ら，通学 の 機会は圧 倒的に 町内出身者 に 有利に 開か れ て い た 。 イ ン タ ビ ュ
ー

調査お よ び尋 常小学校学籍簿か ら算 出 L た と こ ろ ， 1928年 に お け る津女進学者の 中で

津 和野 町内か らの 進学者 は 50人中22人と 全体 の 約半数を 占め て い る p 津和野小学校女

子部の 進学率を見 て も，女 子の 卒業生 約50名の うち半数近 くが津 女に 進学 し て い る 。

1926年度の 高女進学率の 全国平均値が 12．1％ で ある か ら ， こ れ は か な り高 い 進 学率で

あ る とい え る
弓
  そ れ に 対 して ， 鉄道開通後汽車通学区と な っ た青原村に お い て は ，

1944年小学校卒業生女 子20名の うち ， 高女進学者 は 3 人 で あ る暁 こ の よ うに ，地域間

格差が 進学率に 大 きな影響 を 与え て い る 。 また 青原村 に お い て は 「女学校 へ 行 くチは ，

農家の 子 で は な く現金収 入 の あ る家 庭 の 子で した」（T ．0 ．1939年卒） と回想 さ れ て い

る。
つ ま り，特別裕福で な くと も俸給生活者 の 子 は進学の 可能性が あ っ た

。 さ らに 地

区内 に も経済格差が あ り， 商業地区 と山側の 農地で は商業地 の 進学率が 高か っ だ 19
。

　  津和野 高女 と益 田 高女

　町立益田高女は 新興産業地区益 田町 唯
一

の 女子 「高等普通 」教育機関 と して 津和野

高女 に 互 す もの と自認 し て い た た め
，
34年の 実業学校 へ の 改組 に っ い て 「『実業」の 名

称 は あ ま り歓迎 され なか っ た よ うで す ね 。 普通 の 女学校 と して の 実力 を自他 と もに 許

して い た の で すか ら」 と旧職 員に よ っ て 回 想 され て い る （『益 田 高校六 十周年記念誌』

1974）。 県 立高 女の 数 的制限 の た め 町 立高女 か ら県立実 業学校 へ と変遷 した 益 田 高女

は ，威信 に お い て 津和野 高女 に 後 n を と っ て い た と い え る だ ろ う。

　 しか し津 和野高 女 も， 1931年 に お こ っ た 中等学 校整理 問題に よ っ て
一

時存亡 の 危機

に 立た さ れ た 。 前年県議会 に 設置 され た臨時教育調査委員会に よ る 1高等女学 校 ト シ

テ 多数県内生徒 ヲ 得 ル ＝ ハ ±地 偏在 シ テ 配置上適 当ナ ラ ザ ル ノ ミ ナ ラ ズ同地方 ノ事情

ト シ テ ハ 家事裁縫等 二 重 キ ヲ 置ク 中等学校 二 改 ム ル ヲ 適当 ト認 ム 」 （『島根県議会史』
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第 3 巻， 1956，466− 467頁）との 廃校案を うけて 陳情交 渉 し，結 果的 に は こ と なきをえ

る こ と に な るが
， 廃校案の 文言か らは ， 津和野町が 地理 的に も産業や 生活文化の 点か

らも ［近代的 な高等普通教育」の 場 と して 必ず しも適当で は な い との 認識 が読み とれ

る。 しか し，結 果 と して そ の 後津和野高女は県立高女 と して 存続 し，一方で益 閨高女

は実 業学校 へ の変更 とい う実質 的な 「格 Fげ」 とな っ た 。 少 な くと もこ の 地域 に お い

て 各町の 商工 業の 発展度 と ， そ れぞ れ に 所在す る学校の 威信の 序列 との 関係 は比例的

で は なか っ た とい え る 。

（4） 地域差，学校差 と洋装制服

　前 述の 三 つ の 学 校の うち，洋装 制服 をい ち早 く取 り入 れ た の は津和野高女 で あ っ た

（1924年）。 そ れ は 地域 の 衣生活の 近代化 に よ る 「ボ ト ム ア ッ プ 」
m とは ほ とん ど無関係

に ，松江 な との 他の 県立高女 との 横並 びで起 こ っ た変化で あ っ た 。 そ れ に っ い で 益田

高女で は 実科 か ら高女に 変更 後の 1930年 に よ うや く洋 装制服 を取 り入 れて い る。

　 こ の こ とか ら少な く と も鹿足郡 ・美濃郡 に お い て は ， 女子の 洋装制服導人時期 は 必

ず し もそ れ ぞ れの 所 在地の 近代化度 と琵例す る もの で は なか っ た と い え る。 鉄道 開通

後急速 に 益田 町が 発 展 し，商工 業 と もに 津 和野町 を凌 ぐ繁栄 をみ たに もか か わ らず ，

益 田高女の 洋装制服導入 は 津和野高 女の そ れ よ り 6年 も後で あ っ た 。 む しろ こ の 地域

に お い て は設置主 体や学校種別 の 違 い に よ る学校の 威信の 序列 が ， 洋装制服採用時期

の 尺度と して 機能 して い る よ うで ある 。

　他 の 種別の 学校の 服装 に つ い て 前述 の Y ．H ，（1927年卒）は 「その 頃洋服を着て い た

の は津和野 の 女学校に 通 っ て い た方 く らい の もん で した 。 もちろ ん 大 半の 人は キ モ ノ

で 高 等小学校 へ 通 い ま した し，益 田の 裁縫学校 へ 行か れ た 人 は制服 とい うの はな か っ

た よ うに 患 い ます。 津和野の 女学校の 生徒だ とい うこ とが 一 目で わか りますか ら ， 母

校の 名前 を傷 っ け な い よ うに 立 ち居振 る 舞い に は気を付 け る よ うに い た しま した 一 と

回想 して い る。 また HN ．（1932年卒）は 「何 と い っ て も制服 は 目立ち ますか らね ，、町

な か で は何 を して も津和野の 女学校の 生徒だ と い う評判 が 立 ちま すか ら， 学校で 言わ

れ た とお り放課後 も寄り道 など を せ ず ， 津女生 ら しい きちん と した み な りを心が け ま

した 」 と述 べ て い る 。 こ れ らの 回想 か ら洋装制服が ，圧倒的 に少数で あ っ た 津和野高

女進 学者を他の 集団か ら識別可能 と し，養用者が威信の 高 い 「県立高女生 」に ふ さ わ

しい 振 る舞 い をす べ く 「主体化」 する の を助 ける とい う機能 を果た して い た こ とが わ

か る 。
こ の こ と か ら ， 早 い 時機に 取 り入れ られ た県立高女 の 洋装制服 は ， 他の 種別の

学校に 対す る差異化 ・・序列化の 表象と して 機能 して い た と推測 さ れ る 。 津和野高 女の
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24年時点 の 導入時に お け る 生徒 自身に よ る抵抗感の ない 受容と ， 周囲 か らの 多角的な

砒判 の ま な ざ しとの コ ン トラ ス トは ， こ の 県立高女の 威信 の 機能 に よ っ て 説 明が 可能

で あ る。 彼女らは ， 周囲 か ら批判的 な ま な ざ しで 見 っ め られ よ うと も， 序列の 頂点 に

あ る 県立高 女の 威信の 高さ に 支え られ て コ ン フ リク トを感 じ る こ と はな か っ た
。 彼女

らに と っ て 洋装制服 は 「抑 圧」 で はな く，む しろ威 信の よ りど こ ろ と して 機能 した の

で あ る 。

　また 洋装制服に も　
一
種の ス タ イ ル の 流行現象 〔

＝モ ー ド） があ り ， 全国 的に 1930年

代後 半に い わ ゆ る 「セ
ー

ラ
ー
服」 へ の 統一

化が 起 こ る 。 そ れ まで ブ レ ザ ーや へ ち ま襟

な ど多様 な ス タイ ル が あ り得た洋装制服が，
一

斉 に 自線入 りを基調 と した紺 また は黒

の セ ー
ラ

ー
服 へ と変化 して い っ た の で あ る 。 こ の 変化 へ の 対応 も， こ の 地域で は学校

の 威信 に 比例 して 行わ れ る 、， 津和野高女は 37年頃 に へ ち ま襟 か らセ ー
ラ

ー
カ ラ

ー
に変

更 した 。 そ れ に対 し て 益田 高等実業女学校は 遅れ る こ と 2 年 ， 39年 に 変更 して い る
2b

。

ま た 各種学 校で あ る私立 益田家政 女学校は 36〜 38年 頃に よ うや く最 初の 洋装制服を取

り入 れて お り，
ス タ イ ル の 変 吏は 戦後を待 た ね ば な らなか っ た 。 そ れ に 関連 して 青原

村か ら益田家政 女学校 へ 通 っ た T ．M ，　 q945 年卒） は ， 「私 らの 制服 は 赤線 に 赤 い リボ

ン の つ い た や つ で
， 益 田 の 女学 校や 津和野 の と は色が 違 い ま した 。 汽車の 中で も 臼然

と同 じ制服 の 者ど う しの グ ル
ー

プ で 乗 っ て ま したね え 」 と回想 して い る 、 制服の 色の

違 い か ， か つ て の 同窓生 に よ る汽 車の 中の 1棲み 分 け 」 の
一

つ の 基準 と して 作用 した

こ とが わか る 。 また 津和野高女卒 の M ．M ．（1947年 卒 〉 は，
一
津和野の 女学校 で は 白い

井桁 に 白い i）ボ ン で した が ， こ れ は松江 高女を まね た もの だ と聞 きま した 。 益田 の 女

学校 （筆 者注 ：益田高女） で は紫 の リ ボ ン で した が ，同 じ女学校で もあ ち らは 実科で

し ょ う （筆者注 ： こ の 時点で は 町立高 女 とな っ て い た ）。 や は り県立 との 違 い は あ っ た

ん じ ゃ な い で し ょ うか 」 と述 べ て い る。 実 際に 松汀高 女を まね た か 否か を検証 す る資

料が な い た め 事実関係は 明 らかで な い が ， 少 な くと も津 和野高女生で あ っ た M ．M ，に

と っ て ，「白 リボ ン ー／が 象徴す る もの は松 1【：高女を頂点 とす る県立高女 の 威信 で あ っ た

とい え よ う 。

　以 1二の こ とか ら ， こ の 地域 に お い て 女子 の 洋装制服 は，産 業， 流通 構造 とい っ た要

因 に 支え られ なが ら も，学校 文化を そ の 地域の 生活環 境や 文化か らあ る程度隔絶 し，

そ れ ぞ れ の 威信 に ふ さわ しい 表象と して 外 部や 他者 と構成員 との 識別 を可能に し， さ

ら に 女性 内の 差 異化 一序列 化を も可視化 す る機能を果 た して い た とい え る だ ろ う。
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5． お わ りに

　 1920年代以 降女了の 身体を近代化すべ く導入 され た洋装制服 は ， 津和野地区の 地域

社会 に おい て もさ ま ざまな局面で 矛盾 を孕み つ つ 受容さ れ た 。 あ くまで
一

地域の 事例

研究で あ ると い う限界は拭え な い に して も ， こ れ まで の 分析か ら， 洋装制服導入の パ

ター
ン と意 義 に っ い て 以 下の 2 点の

一
般性 を持 っ た 指摘が ロ∫能 で あ る 。

　第 1 に，地域差が洋装制服導入の 経緯 とそ の 意義に 大 きな 影響を及ぼ して い る とい

う点で あ る 。 女子 の 洋装制服の 導入 に は ， 人別すれ ば， 「 ト ッ プ ダ ウ ン 」 と 「ポ ト ム

ァ ッ プ」 とい う 2 つ の 方向性が あ っ た 。
こ れ は 、 「国家の 統舗 か ら 「市場原理」 へ と

い う市民生活形態 の 2 っ の あ り方 に ほぼ 対応す る もの で ある 。 こ の 2 っ は排他的 な も

の とは 限 らず ， 地域の 状況に 応 じて さま ざま な複合の 仕方を した と考え られ る 。 しか

し，洋装制服 導入 と い う曷面 に お い て ， さま ざ まな 校風 の 私学が存在 した東京 な ど の

大都市で は ， 学校の 設 置主体 や種別 に か かわ らずか な りの程度各学校 の 自律的な方向

性 の 選択，す な わ ち ポ ト ム ア ッ プ の 変化が可能で あ っ た 。 そ れ に対 して 島根県に お け

る洋装制服の 導人 は ， 東京の 多 くの 学校 に さ きが け て ト ッ プ ダ ウ ン とい うか た ちで

1924年 に 県立 高女 4 校 に お い て 行 わ れ る
。

しか もそ の 4 校が 所在 した 地域は ， 必ず し

も県下で 産業や生活文化の 近代化が進ん だ地域ばか りで は なか っ た 。 1920年代 と い う

時点で は ， 女性の 衣生 活 は ， 大都市部で さ え も本格的な 洋装化 をみ て は い な い
。 ま し

て ， L晴 戦争以後 い わ ゆ る 「裏 日本 1 と して 「表 日 本」 へ の モ ノ ・ヒ ト ・カ ネ の 供給

地 とな り， 20年代半ば まで 鉄道敷設 をみ る こ とは な か っ た島根県の 場合はな お さ らで

あ る。
こ の よ うな状況の な か，郡部 に お け る 県立高女の 洋装制服 は市民洋装の 突 き L

げ と無縁の と こ ろで 突如地域社会の 景観 の 中に 登 場す る こ と とな る 。 近代化が 遅 れ た

郡部に あ っ て ， 近代的エ リ
ー

ト女性養成機関 と して の 県立高女の 学校文化 は 地域社会

の 生活文化と大 き く乖離 した もの だ っ た
。

そ の た め 郡部に お け る洋装制服の 導入 は ，

都市部の そ れ よ り もは るか に 大 きな イ ン パ ク トを も っ た近代 セ ク タ
ー

の 介入 とい う意

義を有 して い た とい え るだ ろ う。

　第 2 点 と して ，女子洋装制服 の 表象の され 方は 多義的で あ り， 地域差 はむ ろん 学校

差 ・性差 とい っ た多様 な社会的要因 に 規定 されて い る と い うこ とで あ る
。 まず学校差

に 関 して ，郡部県立高女で あ る津和野高女の 生徒 は洋装制服 に 対 して 「抑圧 」は お ろ

か 当惑や た め ら い す ら感 じて い な か っ た こ とを示 した 。 なぜ な ら洋装制服は ，高い 威

信を もっ 県立高女の 学校文化が 要請 し保証す る服装だ っ た か らで あ る。 その ため 洋装

制服 は ，学校差が生 み 出す女性間格差の 表象と して の 機能を も果た す こ と とな る 。 こ
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の 地域 に お い て ，女子生 徒自身に と っ て 洋装制服 は 女性 内格差を可視化す る表象で あ

軌 　よ り早期 に 洋装制服 を 「与え られ た 」学校の 生徒は そ れ をあ る種 の 「威信 の よ り

ど こ ろ 」 と して 認識 して い たの で あ る 。 すな わ ち， 洋装制服 は，女性 内格差 を固定 化

しつ つ ，強制 ・抑圧 と い うよ り も 「自発的な同 意」 に 基 づ く文化的 な ヘ ゲ モ ニ ー
に

よ っ て 「公領域」 へ の 女性 の 身体 の 囲 い込 み を推進 す る手段 とな っ た の で あ る 。

　他 方，性差 に っ い て は ， 津和野高女の 生徒 らに と っ て 「威信 の よ りど こ ろ1 で あ っ

た洋装制服 は ，そ れ を 見っ め る男性に と っ て は非難，批判の 対象で あ っ た とい うこ と

を指摘 した 。 4 簸 2）で み た 2 人の 男性 の 「まな ざ し」は ，

一
方は 洋装 へ の 嫌悪 他方は

中途半端な 洋装 へ の 違和とい う対照的 な方向性 を示 して い た が ， 女性 の 身体 を様 々 な

含意 の 「美 しさ」 の 基準に照 ら し合わ せ て
一
方的 に 評価す る とい う点 で は共通の 構造

を も っ て い た 。 す なわ ち彼 ら に と っ て 洋装制服 は ， 彼 らの 考え る
一
女 ら し さ」の 喪失

とい うイ ン プ リケ
ー

シ ョ ン を持っ 表象 と して 機能 した の で あ る 。 その こ とは 逆に ， 男

性 の
「
まな ざ し」 とい う観点か らだ けで は 洋装制服化を推進 した社会 的力を解 明で き

な い こ とを 示唆 して い る
。

　以上見 て きた よ うに ，洋装制服 は そ の 導入の パ ター
ン に お い て 地域差 が 大 き く， ま

た その 表象 と して の あ り方 は 多義性 な もの で あ っ た とい え る 。 均質 さを志向す る近代

学校が 全 国的 に ほ ぼ 同時期に，洋装制服 とい う同
一

手段 で 女 性の 身体 に 介入 した に も

関わ らず ， そ れぞ れ の ケ
ー

ス の 受容過 程 や 「効果」が決 して 均 質な もの とな らな か っ

た理 由が こ こ に あ る 。 本稿で は 島根県の 女子中等教 育機関を対象に した事例研究 に 止

ま っ たが ，地域差 と学校 悶格差；女性 内格差 とい う 2 っ の 要因に 留意 しっ つ
， 今後 さ

らに 女／ 男の洋装制服 の 論理 の 違 い を明 らか に して い きた い
。

（注〉

（1） これ ま で 女子の 制服 の 変遷 に 関 して は ，教育史研究 に お い て 事実 関係の 解明が進

　め られ て きた 。 佐藤 （1976） に よ っ て 明 治期を 中心 と した 制度的沿革 が 解明 され，

　蓮池 （1978−87）に よ っ て 豊富 な資料 に もと つ い た 戦前 期の 通 史が描 か れ た 。 ま た 西

　村 ・福 田 （1989） に よ っ て 各時期の 変遷 要凶の 考察が 加え られ ， 近年 の 佐藤の 資料

　集 （1996） に よ っ て 制度，学校沿革史，雑誌記事 な どの 基礎資料が 数多 く提示 さ れ

　た 。 こ れ らの 先行研究 は そ れ ぞ れ 重要 な論点 を解明 して い る が ， い ず れ も明治期か

　ら の 広 い 年代を射程 に 入れ て お り，佐藤 （1996） を除 い て ， 基本的 に は洋装制服を

　和装制服 の 延長線 k に 捉 え ， そ の ヴ ァ リ エ
ー

シ ョ ン も しくは 「進 化型 」 と して 類似

　的に 見 て い る点 で ，洋装 制服が も っ て い た 意味を 女性 の 身体の 「近代化」との 関連
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　で 構造的に把握 しよ うとす る姿勢が 弱い 。 また先行研究 に 欠けて い る 「社会学」的

　分折を加 え る こ とを意図 した安東 （1997） の 研究 も， そ もそ も事実関係の 検証の 段

　階で 独 自の 論証 を行 っ て い な い うえ に ，「複数の 権力」と い っ た概念を曖昧 な ま まに

　用い て い る 。 もっ と も問題 なの は ， 身体の 「近代化」を専 ら抑圧的 な 身体の 囲 い 込

　み の 強化 と して と らえ る安 東の 枠組 み で は，「近代化」 を 「解放」や 威信の 強化と し

　て 歓 迎 する よ うな反応 を 含めて ， 女子学生 自身の 個人的で 具体 的 な 意識 の リ ア リ

　テ ィ を捕捉で きな い とい う こ と で あ る 。

（21 こ うした 地域史資料 は主 と して 島根県所在の 県 立 図書館郷 ±資料室，益田市立図

　書館郷土資料 コ ー
ナ

ー，津和野町 郷 土資料館 ， 日原町民族資料館に お い て 収集 した
。

13〕 YM ．
，
　 T ．K ．に っ い て は ，高齢の た め 訪問を断 られ，電話で の イ ン タ ビ ュ

ーとな っ

　 た 。

（4i 表 1〜 3 は各学校沿革史を出典 と お り， 本来 な らば個別 の 書名 を記す べ きで あ る

　が 紙 幅の 都 合で 省略 す る 。
こ れ らの 資料はお 茶 の 水女子大学 ジ ェ ン ダー研究 セ ン

　 タ ー．私学教育研究所，野間教育研究所 ， 島根県立 図書館 ，山 口 県 立図書館所蔵で

　 あ る 。

〔5） 「附属小学校の 洋服」 （『山陰新聞』 1922年 7 月 15目付） に その 様子が 描か れ て い

　 る り

  　 こ の 会議に つ い て 「山 囗県教育 史』を参照 した が ， 記述な し。

（7） 前掲記 事 「附属小学校の 洋服」 に 「市内附属小学校 で は 以前 か ら生徒の 服装を洋

　服 に した い と云ふ 希望 を以 て 種々 調 査研究 して ゐたが近来生徒 の 父 兄 か ら子供 の 服

　装を洋服 に した い か ら学校 と して
一

定の 標準を示 して 貰 ひ た い と云 ふ 要求が旺 で あ

　 る 為め い よ い よ生徒の 通学 服 と し て 洋服を採用す る こ と X な り （後略）： とあ る 。

〔8｝ 人目 は 1920年国勢調 査て 4697人 ， 30年で 5286 人，30年 の 職業別個数 は 1247戸中第

　 1 位の 農業368戸，第 2 位 の 商業 347戸，第 3 位 の 工業 182戸 （「第八回島根県市町 村別

　統 計書』 1937， 島根県 「第 一回市町 村別 統計書』 1930に よ る）Q

〔9｝ こ れ らの 位置関係 に っ い て は図 1を参照の こ と c

CIO｝ 津和野町 長望 月幸雄 は そ う した 当時の 町 の 状況 と鉄道開通 に か け る期待感と を

　 1津和野町治概要」（「山陰新聞」 1922年 8 月 5 日）に お い て 述 べ て い る 。

（lb　こ こ で は，洋装制服 採用 の プ ロ セ ス は つ まび らか で は な い もの の
， 学校に よ る上

　 か らの 決定で 生徒に 着用 させ た こ とが ほ ぼ推測 され る ため， こ う した タ
ー ム を用 い

　 る 。

  　伊藤素軒 （1876− 1957）　日本 画家 。 日原村生 まれ 。 益田 高等小学校卒業後 日原鉱
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　山就職 1899年よ り京都，東京 に て 古 画を研究 ，
1908年ア メ リ カに 渡り エ

ール 大学

　美術学校を修業後の 1913年帰国 。 ig25年第 6 回帝国美術展 に 『池 二 題』 が 入選 。

113） 前掲 記事 「附属小学校の 洋 服一に よ る と，「男子 は 中学校以上で は 勿論制服 と して

　洋服 を 用ゐ て 居 る が 女学校で も都会か ら漸次 に 洋服 に 変化 して 来 る。 小学校の 生徒

　 に な る と松江 あ た りで も洋服を着 けて ゐ る子供が 大部 分多 くな っ て 来た 」 とあ る よ

　 うに ， 中学校で は 完 全な洋装制服化が 果た され て い る こ と ， 小学生 レ ベ ル で は 松江

　市 で も制服導入の 前に 口常着の 洋装化が進ん で い る こ とが わか る
。

  　高女 に お い て は 189 年 代に 袴 の 着 用 が 一 般化 し ， それ を制服 とす る学校 も あ っ

　 た
。

（15｝ 人 口 は 1920年国勢調 査で 4694名， 30年調 査で 5286人。 職業別個数 は 1249戸 中第 1

　位が 商業 445戸，第 2 位が 工業 276戸，第 3位 は農業 123尸 （出典注 7 に 同 じ）。

GO　男子 の 進学先と して は 1918年 に益 田農林学校 が 開校 して い る。 津和野町 に は 26年

　に 津和 野 中学校 が 開校 して お り，学校の 威信は男女 と も津和野町 の ほ うが 高か っ

　 た cffn

　高女 の 進学率 は ， 米 田俊彦 が文部 省普通学務局 「全国高等女学校 ・実科高等女学

　校 二 関 ス ル 諸調査」 をもと に 算 出 した 数値 に 依拠 した （米田　 1994）。

  　同 じく尋 常小学校学籍簿 お よ びイ ン タ ビ ＝
一

調査 に よ っ て 算出 。

（19｝ M ．M ．に よ る と t 童944年の 高女進学者は す べ て 商業地区出身で あ り， こ う した傾

　向 は 以前か らつ づ く もの だ っ た と回想 され て い る。

au 既 出の 「ト ッ プ ダ ウ ン 」 の対義語 的な 概念 と して こ こ で は使 用す る 。 す なわ ち生

　徒の 要望や 目常 衣服 の 洋装化に対応 す るか た ち で 学校 が洋装制服を導 入す る こ と で

　あ る。

21｝ 松 江 高女 で は すで に 1932年に 白線 ， 白 リ ボ ン の セ ー
ラ
ー

服 に 変更 して い る c
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ABSTRACT

 The  Adoption  of  Western  Style Uniforms  in Women's  Middle

                             Schools

                by  Region, Scheols and  Gender

                                                KUWATA,  Naoko

         (Research Feltow of  the Japan Society for the  PrornotioR of  Science,

                                             Ochanomizu  University)

                        2-1-1 Otsuka, Bunkyo--ku, Tokyo,  l12-OOi2. Japan

  This study  clarifies  the adoption  of  western  style  uniforms  in women's

middle  schoo]s  in the  rural  districts during the  1920-1930 period, The  historical

study  of  female students'  uniferms  have  traditionally highlighted the cases  of

women's  high schools  in city  areas,  ConsequeRtly, the effects  of  regional

differences and  the disparity among  schools  have  been  overlooked  in the

previous  research.  In this  study,  the  process  of  adoption  is expEicated  from

various  dimensions  by examining  these  factoFs. The  areas  focused  on  are  two

counties  located in the west  end  of  Shimane  prefecture,

  In the big cjties  ]ike Tokyo, wonien's  middle  schools  tended to adopt  the

uniforms  according  to their own  scheol  policies. There  seemed  to be no

regular  pattern  in the adoption.  Contrary to thi$, in Shimane  prefecture, there

are  some  regulations  jn the  adoption  according  to the disparity among

schools.  The four prefectural  women's  high schools,  which  had the highest

prestige in this pr-efecture, adopted  in the same  year, 1924. Adopting  western

sty]e  uniforms  in l924  was  earlier  here  than  most  of  women's  middle  schoois

in Tokyo.  This means,  in this prefecture, the adoption  of  uniforms  oceurred

earlier  in the schools  which  had high prestige. In Tsuwano  Ko- Je, one  of  the

prefectural  wemen's  high schools,  students  started  to wear  the western  style

uniferms  in 1924 with  no  particular  impressions, while  the men  in Tsuwano

area  looked at them  with  critical  eyes.  They  did not  have to feel any  conflict

as  they  weie  supported  by their school's  prestige, At  that time, the other

schools  in the nearby  area  had  not  adopted  the uniforms,  though  their  area

itself was  tnore  medernized  than  the Tsuwano  area.  This  was  because these

schools  had }ess prestige than  that of  TsuwanQ  Ko-Jo, ln the west  part of

Shlmane  prefecture, the western  style  uniforms  werked  as  the presentation  of
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ranking 　in　the　women
’

s　mjddle 　schools ．

　Thls 　study 　aims 　to　make 　c 】ear 　the　process　of 　the　westernization 　of　uniforms

in　rura ］areas 　wlthout 　using 　the　standard 　model 　of　the　city 　area ，　At　the　same

time ，　this　study 　shows 　in　examining 　 how 　the　disparity　among 　femaie　schools

helps　 to　 create 　 rank 　 among 　 the　 girls，　 and 　 how 　 the　 uni 「orm 　 performs 　 as 　 the

representah ◎ n 　Of 　prestige ，
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